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グリｰンランド素描

立見辰雄1)

1.氷に覆われた“緑の大地"

グリｰンランド(Green1and)は大西洋北部の北極圏内

に位置する世界最大の島である.その最北端のモｰリス

･ジェサッブ岬(KapMorrisJesup,ほぼ北緯84｡,ここか

ら北極点までわずか740キロメｰトル)から最南端のファル

ベル岬(KaPFarve1,ほぼ北緯鮒,オスロと同じ緯度)まで

南北に2,670キロメｰトル,北緯78｡付近での最も幅の

広いところで東西に1,050キロメｰトルもの大きさを持

ち,全体としては北部で太い卵型に近い形を示している

(第1図)｡その総面積は2.18×106平方キロメｰトル,

日本のそれのほぼ5.8倍に相当し,海岸線全延長は4万

キロメｰトルに近い(3.91×104キロメｰトル)｡

この島はその名“緑の大地"とはまったく裏腹に,大

部分が南極大陸のそれに次ぐ世界第二の大氷床で覆われ

ている.その広さは全島面積のおよそ79房(1･73×10･平

方キロメｰトル)にも達しており,周辺部に発達する数多

くの氷河までを含めれば,氷に覆われている部分の占め

る総面積はおよそ1.80×106平方キロメｰトル(全島面

積のほぼ83%)とたる.この大氷床の平均の厚さはおよそ

1,500メｰトルほど,中央部付近の最も厚いところでは

厚さ3,200メｰトルを超すと測定されている.大氷床中
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策1表グリｰンランドの気候**

���平均気温(℃)���平均湿度(%)��

観測地点�観測期問�������

��年�･月1�7月�年1�･月1�7月�

Aasiaat/Egedes血inde(6舳2'N,西海岸)�1951-60�一･･1�一･･1�6.4�･･1�･･1�81�

Tasii1ak/Angmagssalik(65.37'N,東海岸)�1931-60�一･･1�一･･1�7.3�･･1�･･1�76�

PrinsChristianSund(鮒031N,最南部)�1951-60�1･1�一3.9�7.O�79�76�1･1�

東京�1941_70�15.O�4.8�■�25.2�･･1�57�1･･

**理科年表,1975､

央部では広い面積にわたって表面の海抜高度が3,000メ

ｰトルを超え,その最高点は3,231メｰトルとされる･

グリｰンランド周辺部沿岸に見られる露岩地域は,全

島面積のわずか17房(0.38×10･平方キロメｰトル)を占め

るのにすぎない.そこには大小･無数のフィコノレドが発

達しており,長いものでは沿岸部より200-300キロメｰ

トノレあるいは時にそれ以上もの奥地にまで峡谷が連なっ

ている.そこはまた,氷河の浸食作用によって生じた多

くの尖峯や急崖が連なり,あるいは比較的起伏の緩やか

た大露岩地帯の続くところでもある｡しかし平地の発達

は沿岸部ですら極めて悪い.やや広い沖積平野は,巨大

なフィヨルドの最奥部のみにみられる(ジェット機用の

空港,SφndreStrφmfjordとNarsarsuaqの2つは,その様

た所に第二次大戦中にアメリカ軍によって作られた).ここで

の最高峯は,東海岸中央部よりのクヌｰト･ラスムッセ

ン陸地(KnudRasmussenLand)にそびえるワトキンス

峯(WatkinsBerge,3,999メｰトル.ただしこの高さは地図に

よりまちまち)である.

グリｰンランドはその位置や大氷床の存在のほか,北

極海から南下する寒流の影響を強く受けて･ここでの気

候は至って厳しい.年平均気温がO℃を超す地域は,そ

の最南端部のごく狭い地域のみに限られている(第1表).

なお,グリｰンランド西海岸北部に一は,大氷床縁の一部

が直接バフィン湾(Bu茄nBay)に流下するところが広域

にわたって存在しており,北アメリカ大陸大西洋沿岸海

域への大氷山流出の源の一つとたっている｡

このようた気候条件のために,露岩地帯での風化作用

は一般に弱く,特に土壌の発達はその最南西部の一部地

域を除いては極めて悪い.従って,農業や牧畜業は最南

*グリｰンランドの地名は従来デンマｰク語で呼称かつ表記さ

れていたが,自治達成後(1979年)はイヌイット語による呼称･

表記(ただし文字はラテン文字)に変更された.その場合,

必要に応じて,ここに記したように並記される.ここでの表

記はDanishTouriミtBoard(1985)Greenlandによって

いる.なお筆者にはイヌイット語,デンマｰク語共に知識が

たいので,本文でのカタカナ書きは,全くの便宜上･英語読

みに準じている.

1990年6月号

西部のナノレサク(Narsaq)やカコルトク(Qaqortoq)/ジ

ュリアネハブ(Ju1ianeh色b)*を中心とする狭い地域で小

規模に行われ得るのにすぎたい･これに対して周辺海域

でのエピ･タラ･クジラ･アザラシたどを対象とする漁

業は極めて盛んに行われている.野生動物としては北極

熊･狐･トナカイ･アザラシ･各種鳥類などが知られて

いるが,これらの狩猟はイヌイット人のみに許されてい

る･住民については後でのべよう･

2.ゲリｰンランド地質の特色

グリｰンランドの構成岩類は西側のカナダ,東方のス

カンジナビア半島のそれらとよく似ている･島の南部に

は世界で最も古いRb-Sr,Sm-Nd全若年代37.5億年

前が測定された始生代片麻岩がある.表紙写真の首都ヌ

ウク(Nmk)/ゴッタブ(Godth身b)もこの始生代ブロッ

クに位置している(第1図).残りの大部分は原生代の変

成岩･堆積岩類からなる.

島の東部と北部には古生代中期(カレドニア期)以降の

摺曲帯がある.前者はノルウェｰの片割れであり,後者

はカナダヘと続く｡その後大西洋の拡大に関連して,第

三紀火山岩類が島の東部と西部に分布する･その一部に

著名たスケアガｰドの貫入岩体がある(第1図).

始生界:始生代の諸岩石の大部分は花嵩岩･花嵩閃緑

岩質の片麻岩類からたり,一都に玄武岩を原岩とする角｣

閃岩類が爽在する(写真1).片麻岩類から37.5億年前

の世界最古の全若年代が得られているわけであるが,そ

の片麻岩類の原岩に貫入される変成岩類が,ヌウク北東

150kmのイツユァ(Isua)に知られており,これがグリ

ｰンランドで最も古い岩石である.

この岩石は塩基性たいし超塩基性溶岩･同質の貫入岩

･塩基性凝灰岩･シルト岩･縞状鉄鉱層･石灰質岩を原

岩とする変成岩で,少量の礫岩の礫には酸性火山岩が含

まれている.縞状鉄鉱層のPb-Pb全岩アイソクロン年

代は37.6億年前を示すが,これは変成年代であり,原岩

とくに火山岩礫の年代はこれより遥かに古いものと考え�
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写真1世界最古の花開岩質片麻岩類.左上方に角閃岩の爽み

が見える.ヌウクにて.

られる.また鉄鉱層は地球の大気中の酸素が増加し始め

る22億年前頃に世界的に最大の沈澱を示すが,イシュア

縞状鉄鉱層はそのはしり,あるいは地球上最古の鉄鉱床

と言えるであろう.

原生界:始生代ブロックは始生代後期一原生代前期の

変成岩類に取巻かれる(第1図).北側のテグスクトキデ

ィアソ(Nagssugtoqidian)摺曲帯は幅300㎞に亘る始生

代変成岩類の再変成で特色づけられ,その変成作用は17

億年前に終了した.

その更に北方にはリソキアソ(Rinkian)摺曲帯があ

る.これは珪岩･頁岩･フリッツユ堆積物が基盤の始生

代片麻岩類と共に複変成を受けたもので,ナッペや横臥

摺曲など,著しい地層の折りたたみで特色づけられる.

この変成岩のK-Ar年代は17億年前後である.一部に

ラパキビ型化崩岩が貫入する.

ケティリディアソ(Ketilidian)摺曲帯は始生代ブロッ

クの南側に位置し,その近くで火山岩･砂層岩類が片麻

岩類を不整合に覆う所がみられる.その南方の主要部分

は著しい花嵐岩類の貫入で特色づけられる.これらは18

億年前頃の変成･摺出作用を受けている･花嗣岩活動の

最末期はラパキビ型化闇岩の貫入で,その時期は17億年

前である･最南端のイリマッサウ(I1imassau)には10.2

億年前の過アルカリ閃長岩の活動があり,その最末期の

lujavriteは0.1%U,0.5形Thに達するところがある･

含U-Th鉱物は主にsteenstrupineである.

古一中生界:古生代中期(オルドビス紀中期)には2つ

の欠きた摺曲帯が生じた･すたわち東部のカレドニア摺

曲帯と北部の北部グリｰンランド摺山帯とである･後者

はカナダにおけるイヌイティアソ(Imuitian)摺曲帯の

東方延長である.共に一部花鵠岩類の貫入を受け,古生

代後期一中生代の堆積物に覆われる･また以上の先カソ

ブリアｰ古生界を覆って島の各所に陸成のプラットフォ

ｰム堆積物がみられる.

第三紀火成活動:第三紀前期に島の東西で極めて特徴

的な火成活動が生じた.西部では(第1図),まず廃新世

最下層(Danian)の海成層に凝灰岩が爽まれ,ついで海

成の枕状溶岩･玄武岩角礫の堆積,その後は陸成のかん

らん石玄武岩･ピクライト,そして始新世の化石を含む

陸成層と互層するソレアイト活動へと移行した｡全体の

厚さは8,000mに達し,フィｰダ岩脈は多いが巨大た貫

入岩体はたい.これらの活動はバッフィソ湾やラブラド

ｰル海の拡大に関係Lて発生したものである･

一方,東部では(第1図),超塩基性から塩基性岩,そ

して閃長岩,花嵩岩に達する幅広い組成を持つ貫入岩が

多数分布する(第2図).この地域では廃新世(Danian最

下位),始新世の海成層があって,これを厚さ7,000mに

達する単調た組成の台地ソレアイトが覆う･貫入岩類は

これらの地層に貫入するもので,その火成活動は大西洋

の拡大と密接に関連している.

第四紀と氷河作用:グリｰンランド西部産の植物化石

から判断して,この地域は第三紀初期で最も暖く,その

後の氷河期へ向げて氷床地域が拡大していった｡後氷河

期(完新世)の気温の回復によって内陸の氷床は縮小Lた

が,その最小期は6000年前であって,現在より好適な

気候条件が得られていた.この地域での最初の人類の居

住はその直後と考えられている･

3.イヌイット人とノｰスマン

沿岸各地で近年数多く発見された遺跡や遺物の研究結

果,またアイスランドその他に残る古くからの伝承や古

記録たどによると,ここグリｰンランドてる人類の活動

は,今から4-5000年ほど前のイヌイット人(Inuit,彼

ら自身の呼び方;エスキモｰ人)のカナダ東北部からグリｰ

ンランド西北部への第1回移動に始まり,10世紀末から

の北ヨｰロッパ人のこの地への移住･植民によって新し

い局面を迎えている.

(1)イヌイット人の移動すでに今から4-5000年ほ

ど以前,カナダ東北部からグリｰンランド西北部へと石

器文化を持ったイヌイット人の移動があった.この人六

は,西北グリｰンランドのディスコ湾(DiskoBay)地域

にあるイルリサット(I1u1issat)/ヤコブスハブソ(Jakob一
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巨ヨ石英閃長着

麗雲霞石閃長岩

皿皿1口]ノルドマｰカイト

㎜晒角閃石閃長岩

………鉄がんらん石閃長岩

騒翻混成岩

麗薮火成角礫岩

匿麹はんれい岩

聾唖1かんらん芦

魎玄武岩溶岩･凝灰岩

窟嚢堆積岩類.

慶嚢雪片麻岩類

31･

第2図グリｰンランド東部の第三紀火成岩類分布図(Escherら編,1976)｡玄武岩･斑叛岩の活動に引続き,主にアルカリ岩の

活動があった.

shaYn)付近のサカク居住地(Saqqaqsett1ement)近傍で

発見された遺跡の研究結果から,考古学者たちによりサ

カク人と名付けられた.彼らは定住はせず,トナカイ･

アザラツ･クジラ･鳥類などを狩りして暮らしていた･

このサカク人はその後の1,500年ほどの間にグリｰンラ

ンド各地,特に西海岸諸地域にその生活圏を拡げていっ

た･彼らの遺跡は,西海岸では中央部のウウマソナック

(Uu血血annaq)/ウマナック(Umanaq)からアアシアｰ

ト(Aasiaat)/工一ゲデミソデ(Egedesminde)を経てヌ

ウク/ゴッタブに至る各地に多く発見されている.紀元

前1500たいし1000年ごろにかけてグリｰンランドでは気

候変化があったらしく,そのころサカク人は突然その姿

1990年6月号

を消してしまった.彼らがどこに行ってしまったのか一

は,現在のところまったくわかっていたい｡

ほぼ紀元前200年ごろ,サカク人とは別のイヌイット

人がカナダから再びグリｰンランドに移動して来た･彼

らは犬や雪刀(snowknives)を使い,イグルｰ作りの伝

統もこの頃持ち込まれたらしい･この人々の文化はドノレ

セットI文化(DorsetICu1ture)と呼ばれている.彼ら

はその後東西両海岸地域へと拡がって行ったが,ほぼ紀

元200年ごろこの文化も消滅してしまった･これまた気

候の変化がその原因と推定されている.

続いて紀元600年ごろに,ドルセット】Iと呼ばれる文

化を持つ第3のグルｰプがまたグリｰンランドに移動し�
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て来たが,彼らもその200年後には消えてしまった.

現在のグリｰンランドのイヌイット人たちの直接の祖

先である第4のグルｰプのこの地への移動は,ほぼ紀元

900年頃に始まったとされている､この人々の文化はチ

ュｰレ文化(Thu1eCu1ture)と呼ほれる.チュｰレ人た

ちはカヤック(kayaks)やウミアク(umiaks)(共に皮張

りのボｰト,前者は1人乗り,後者は数人放いし10人前後乗り)

たどを使ってアザラシ･クジラたどを狩り,また犬ぞり

を移動･運搬の手段として活用して暮らした一

たお,グリｰンランド東北部に広い地域を占める国立

公園地域での最近までの考古学的調査の結果によれば,

この地域でのイヌイット人の活動は次の4期に分けられ

ている.

a.インディペソデソスI(IndependenceI)

ほぼ紀元前2500-2000年

b.同■ほぼ紀元前1400-400年

｡.チュｰレ文化ほぼ紀元1400年ごろ

d.北東グリｰンランド混合文化

ほぼ紀元1600-1800年

(2)ノｰスマンの移住･植民10世紀末になってグリ

ｰンランドは新たた展開を迎えた.アイスランドに残る

古記録によれば,ヨｰロッパ人による“グリｰンランド

の発見"は,982年アイスランド人“赤毛のエイリｰク

(EriktheRed)"のグリｰンランド最南西部地域への到

達によるとされている.彼らはその後985-6年に現在の

カコノレトク付近の一部地域に最初の植民地を開いた.こ

の地域は現在でも小規模ながら羊が飼われており,また

付近の一部地区には高さ数メｰトルにも達する樹木が育

っている所もあるほどの,現在でのグリｰンランドでは

極めて特殊た植生を持つ地域である･カコルトク付近に

続いてより北方の現在のヌウク地域にも植民が進められ

た.そこには当時80家族以上が入植し,羊･山羊･馬･

牛を飼うのに十分た牧草があったという･10世紀末たい

し11世紀ごろのグリｰンランド南西部地域は,現在より

もずっと温暖た緑の多い土地であったらしい･彼らがア

イスランドからこの未知の土地に初めて到達した時,こ

の景観を眺めてそこを“緑の大地"と名付けたのも,決

して誤りではたかったのだったろう･

ヨｰロッパの10世紀前後は,史上名高いバイキング

(Viking)の活躍した時代であった･その活動はこのよ

うにグリｰンランドにも及び,その後も引き続いてノｰ

スマソ(Northman)とかバイキングとか呼ほれて来たヨ

ｰロッバ人たちがこの地に入植を続けていった･そのこ

ろ一方ではチュｰレ人も次第に南下して,沿岸各地にそ

の居住地を拡げて来た･その結果12世紀初めにはディス

コ湾付近で,また13世紀初めにはヌウク付近で,これら

両者の問に抗争がみられたという.

それにしても,当時の小さた舟に乗ってヨｰロッパか

ら北大西洋の荒海を西にはるぽる越え,Lかも牛･馬の

ような家畜までも載せて航海してまでこの地に入植する

ほどの行動に彼らを駆り立てた原動力はいったい何だっ

たのだろうか･つけ加えれほ,当時彼らはグリｰンラン

ドを越してさらに西に航海し,北アメリカ大陸沿岸にま

ですでに達していたと伝えられている.コロンブスに先

立つこと400年はかり前の出来事である.

この北ヨｰ回ツバ人植民者は,1300年ごろにはカコル

トク付近で190家族,またヌウク付近では90家族を数え,

この地域全体での総人口はおよそ3-4000人にも達してい

たと言われる.彼らは1261年に当時のノルウェｰ国王に

対してその属国とたることを宣言したが,これが1380年

に当時のデンマｰク･ノルウェｰ国王がグリｰンランド

の領土権を主張する根拠とたった.

しかし,これら10世紀末から14世紀にかけてこの地域

に入植したノｰスマソたちは,14世紀末には消滅してし

まったらしい.その理由は現在のところ具体的には判っ

ていたいが,14世紀半ばごろからの気候の寒冷化とか,

イヌイット人との混血,あるいは何らかの事情での母国

との連絡または物資補給の途絶だと,種六の理由が考え

られている.これにより,15世紀に入ると共にイヌイッ

ト人がグリｰンランド全域での唯一の生活者とたってし

まった.

16世紀に入ると,当時の大航海時代の影響がこの極北

の地にも現れて,世紀末にはイギリス船がグリｰンラン

ドに到達し,また17世紀からはバスク人･イギリス人･

オランダ人たちによるデｰビス海峡(DavisStrait)での

クジラとりが盛んに行われるようにたった･これに伴っ

て,グリｰンランド人(イヌイット人)と西ヨｰロッバ人

との間の通商関係カミ再び始まった･

1721年ノルウェｰ人牧師パソス･エヘデ(HansEgede)

が現在のヌウク付近のホｰプ島(HopeIs1and)にイヌイ

ット人たちへのキリスト教布教を目的として上陸した

が,当時その付近にはかつてのノｰスマソ植民者たちの

子野の姿はまったく見当たらたかったという･その後彼

はより奥地のヌウク付近に新植民地を再建し,以後この

地はヨｰロッパ人植民者たちの中心地の一つとたった.

1760年にはここの人口は800人ほどだったと伝えられて

いる.

(3)デンマｰクの植民地経営18世紀に入ってグリｰ

ンランド南西部沿岸地域にヨｰロッパ人による多くの入

植地が再建されると共に,ヨｰロッバとの間の物資交流

が再び次第に盛んにたった.この情勢に応じてデンマｰ

ク政府は1776年に王立グリｰンランド通商部(TheRoya

地質ニュｰス430号�
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Green1andTradeDepartment,KGH)を設立して,この

地域での通商権を独占した(この関係はその後1950年までの

長期間にわたって続いた).当時この地域全体での人口はほ

ぼ5800人だったという･また1782年には,ヌウクが南西

部グリｰンランドの首府と定められた･次いで1814年デ

ンマｰクとスウェｰデンとの問で結ばれたキｰル平和条

約に基づいて,デンマｰクはスウェｰデンにノルウェｰ

を割譲したが,グリｰンランドはデンマｰク領の植民地

として存続することが確認された･

Lかし1840-50年代にかけてのころから,グリｰンラ

ンド全域にわたって気候が悪化し,その影響で付近海域

での漁業が不振とたった.さらに各種物資の外部への依

存度の拡大だとも重なって,ここでの植民地経営は次第

に困難さを増してきた.しかL一方,この地に行政機関

を設置したり,あるいは20世紀初頭には行政改革を行っ

て市議会や南北2地方議会を設けるたどして,デンマｰ

ク政府はこの地域の植民地経営に努力を続けた｡なお

1920年代には,当時行われていたグリｰンランド東北都

沿岸海域でのノノレウェｰ人の漁業活動に伴い,グリｰン

ランドｰノルウェｰ間に政治的問題が発生したが,これ

は1933年のハｰグ国際司法裁判所の判決により解決され

た.

第2次世界大戦に入ると,アメリカ合州国によるこの

地域への政治的･軍事的関心が著しく高まったが,この

勢いは現在にまで及んでいる.戦後の1948年,デンマｰ

ク政府はグリｰンランドのこれからの政治･経済･社会

だとの近代化を計るための特別の委員会を設立,また

1950年にはデンマｰク国会はグリｰンランド住民の選出

した委員より成るグリｰンランド評議会をヌウクに開設

Lたりして,戦後特に強まってきたグリｰンランド住民

の自治への希望の一部に応えようとした.さらに1953年

には,デンマｰク国民投票による憲法改正に際して,グ

リｰンランドはデンマｰクの植民地ではたく,他のデソ

マ婁ク諸地域と同様の権利を持つ地域となった･これに

よりグリｰンランド人はデンマｰク国会(議員数179名)

に対して2名の議員を選出する軍とたり,デンマｰク国

政の審議にも参加するようにたった｡同時に,グリｰン

ランドに関連する諸事項を処理するためのグリｰンラン

ド省(MinistryofGreen1and)も新たに設けられた.こ

のころのグリｰンランド全域での総人口は25,000人を超

えていたと記録されている.

4.達成された自治

(1)グリｰンランド自治法の成立第2次大戦後,グ

リｰンランド現地居住者たちの自治への願望は,上のよ

190年6月号

うな経過を経て次第に応じられるようにたってはきた

が,まだまだ多くの不満が残されていた.1973年にグ

リｰンランド省はグリｰンランド評議会の勧告に基づい

て,グリｰンランド人委員より成るグリｰンランド自治

に関する特別の委員会を設立し,この問題の検討をさら

に進めた.続いて1975年には,各7名のグリｰンランド

人およびデンマｰク人より成る自治委員会が新たに設け

られ,そこでの審議の結果,税･経済･教育だとの各分

野については1979年より自治権を与えるようにとの提案

がまとめられた.これに基づいて,まず1978年11月｢グ

リｰンランド自治法(GreenlandHomeRu1eAct)｣がデ

ンマｰク国会で可決され,続いて1979年1月にはこれが

グリｰンランド人民投票によって承認された.このよう

な経過を経て,1979年5月グリｰンランド人たちは遂に

広い範囲の自治権を獲得,この地はまったく新しい局面

を迎えることとたった.ただし,この中には憲法上の問

題に関する司法権や外交･軍事･財政通貨政策などは含

まれておらず,また天然資源の開発･利用についても制

限が加えられている.

グリｰンランド自治法に基づく機関として新たに行政

府(Landestyre)と立法府(Landsting,住民選出の議員22

(最少)一26(最大)名より成り,4年おきに改選,現在3政党

がある)とがヌウクに設けられた･行政府の構成員は立

法府で選ばれ,首相･経済住宅相･漁業通商産業相･文

化教会教育相･社会相･居住地僻地労働青年相の6閣僚

より成っている.グリｰンランドでの学術調査に関する

諸事項は文化教会教育相の管轄となっており,実施にあ

たってはそこへの連絡が望まれている･

上に加えて,グリｰンランドに直接関係するデンマｰ

ク政府機関としては次のようたものがある一グリｰンラ

ンド省,王立グリｰンランド通商部(TheRoya1G.een-

landTradeDepartment),グリｰンランド技術機構

(Green1andTechnica1Organization),グリｰンランド地

質調査所(G.o1.gi.alSurveyofGre.n1.nd),グリｰン

ランド漁業研究所(GreenlandFisheriesSurvey),およ｣

びグリｰンランド学術研究委員会(TheCommissionfor

ScientiicResearchinGreen1and).なお司法関係は司法

省に,また漁業および沿岸警備関係は国防創こ,それぞ

れ管轄されている.

(2)現況グリｰンランドは自治を獲得したとはい

え,そこでの自然環境は厳しく,人口希薄で産業も乏し

いため,デンマｰクからの欠きた財政的･精神的援助な

しにはとても成り立って行き難い.現在財政支出の50劣

以上はデンマｰク政府補助金により支払われている･そ

の前途は決して平担とは言い難いと言わざるを得たいだ

ろう1以下に現況のあらましを記しておこう.�
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立見辰雄

人口:1983年現在町(town)一18,村(vi11age)一99,

その他集落(sett1ement)一16,合計133の居住地区があ

り,その総人口は51,435人(1982年末)と記録されてい

る.このうち人口1,O00人を超える町は僅か14で,これ

らはタツイラク(Tasii1aq)/アマサリク(Ammasalik)を

除いて他のすべては西海岸中央部より南都へかけての沿

岸部に在る･首都ヌウクは1986年現在人口ほぼ1.2万

人,全人口の4分の1近くがここで生活している.な

お,1985年には全島人口はおよそ5.3万人,そのうち

9,000人(ほぼ17%)はグリｰンランド外の生まれであり,

また全人口の90%ほどは西海岸に集中している･

言語:公用語はグリｰンランド語(Green1andic)で,

カナダ北部たどと同様のイヌイット語にデンマｰク語が

多少混じったものである･大きく分けて東部･西部･極

北都の3方言がある･これらの表記はラテン文字によっ

ている.学校教育でデンマｰク語は第1外国語として必

修であり,また行政･産業だとの多くの点でデンマｰク

本土との関係が深いため,デンマｰク語も日常普通に使

われている･英語は空港･ホテル･銀行たどではかなり

通じる.

教育:就学年齢7歳･9年間の義務教育が国民学校で

行われており,その上に金属専門･建築設備･海運漁業

･船員養成･商業･社会教育･家政･羊飼業だとの職業

訓練学校がある｡このほか二つの国立高校も設けられて

いる.

通貨:デンマｰク通貨がそのまま使われている｡銀行

･ホテルなどの多くでは,アメリカドルの旅行小切手も

通じた.

産業:すでに述べたように,この地の自然環境の特殊

性のため,農業･牧畜業だとは域内のごく一部で小規模

に行われているのにすぎず,現在のグリｰンランド人の

生活を支える最大の第1次産業は漁業のみである･主に

その西海岸沿岸域でのタラ･エピなどを対象とする漁業

に直接従事する人々の総数は2,500人,漁船数約500隻

(そのうち1OOトン以上のもの25隻),漁獲高は106,600トン

(1980年)とされる.これに冷凍･加工(主に缶詰製造)な

どの関連産業までを数え上げれば,直接･間接に漁業に

関連して生活している人々の総数は全人口のほぼ4分の

1近くの1-1.2万人に達すると算出されている･たお,

クジラ･アザラシ･北極熊だとの捕獲はイヌイット人の

みに限られており,これに従事する人六の数は7-800人

前後と推定されている.アザラシはほぼ,全島でとられ

ているが,北部･東部沿岸地域が主で,年間8-9万頭

ほどが捕獲されている.

羊の飼養には100単位ほどのグルｰプ(総人口500人ほ

ど)が西南部地域で従事しており,1981年には23,O00頭

を産した｡またトナカイも500頭ほど飼われている.

グリｰンランドはかって氷晶石(Na3A1F6,アルミニウ

ム糖錬の際の溶融剤として盛んに利用された)の世界的産出

地として有名であった･西海岸西南部のイヒドゥｰト

(IVittuut)/イビクドゥト(IVigtut)にこれの鉱山があっ

たが,今ではほとんど掘り尽くされてしまった.これま

での地質調査の結果によれば,域内各地に各種の鉱床の

存在が確認されてはいるが,しかし現在経済的にその稼

行が可能なのは,東海岸中央都のマルモリリク(Mamo-

ri1ik)付近にあるテソ･ソルト･エンジェル(DenSOrte

Enge1-TheB1ackAnge1)鉱山だけで,ここでは1973年

以来鉛･亜鉛鉱石が採掘されてきている｡

このほか,イヌイット人による彫刻･毛皮製品などの

各種工芸品の生産も盛んに行われている.

いずれにせよ,食糧･衣料･燃料･建設資材などの生

活関連物資のほとんどを輸入に頼らざるを得ないグリｰ

ンランドの経済維持は誠に大変と言わざるを得たい.

放送･新聞:グリｰンランド自治政府の管理下におか

れた放送局により,ラジオ(KNR放送)はINUSAT衛

星を使って1目17時間グリｰンランド語とデンマｰク語

とで全島に放送され,テレビ(KNR_TV)は週35時間放

映されている1

新聞は週1回国営紙が発行され,このほかヌウクに週

1回発行の週刊誌がある.

5.交通

(1)グリｰンランドヘの域外からの交通

空路:域外からグリｰンラソドヘの定期航空路には次

の4線がある.

a)Copenhagen←→SφndreStrφmfjordSK*1,

夏季週5往復

b)Copenhagen←→NarsarsuaqSK,同2往復

｡)FrobisherBay(Canada)←一÷NuukGL*2,刺

同2往復

d)Reykjavik(Ice1and)←一÷NuukGLFL*3,

同1往復

なおこのほか,夏季の特定日に限っての増発便が少し

ある.

海路:域外よりグリｰンランド(主に西海岸各地)に向

けての貨物船の運行が,これまでの王立グリｰンランド

通商部(KGH)に代わってKala11itNmaamut(KNI)

により行われている.この会社は,海運のほか銀行･郵

便業務も行っている｡

*1SK一スカンジナビア航空,*2グリｰンラ:■ド航空,

*3FL一アイスランド航空
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写真2ナルサルスアク空港ビル前の崖に埋め込まれた極地探険家植

村直巳氏のレリｰフ.1978年5月一8月の問に行われた同氏

のグリｰンランド氷床南北縦断(北より南へ,約2,600km)

単独犬ぞり旅行の成功を記念して,旅行直後に作られた.

(2)域内での移動

陸路:陸上交通は実際上まったくたいと言ってよい.

道路が開け,あるいは自動車の便があるのは,ごく少数

の印とそのごく周辺地域のみである･

なお場所と時期によっては,イヌイット人の犬ぞりの

借り上げ可能た場合がある.

空路:域内の定期航空路はすべてグリｰンランド航空

(Grφn1andsny,GL)によって運行されており･次の4線

ではタｰボジェット機(DH7,50人乗り)が,また西海岸

各地の15ヶ町村間にはヘリコプタｰ(S-61N,24人乗りま

たはBH212,9人乗り)が使われている.

a)SφndreStrφmfjord←一÷I11u1isat

夏季毎目1～2往復

b)SφndreStrφmfjord←一･Nuuk

同2往復(土･日は1往復)

c)Nmk←→Narsarsuaq夏季週2往復

d)SφndreStrφmfjord←→Ku1usk同2往復

ただし以上すべての各線は,グリｰンランド内各地で

の気象条件の激しい地域的変化のために,しばしば欠航

･遅延が起こり,そのための2～3目ないし1週間前後

の出発予定地での強制滞在はごく普通に起こるとされて

いる.グリｰンランド内での行動日程にはこのことを十

分考えに入れておく必要があろう･

域内での移動にはヘリコプタｰ借上げが有効とたる･

これはGreen1andairCharterA/Sを通じて次の各地

で可能である.

1990年6月号

a)西海岸I1u1isat,SφndreStrφmfjord,Nuuk,

���獵慱

b)東海岸Ammasa1ik,Constab1ePynt

たお使用ヘリコプタｰはS-61N･BH212･BH206(4人

乗り)で,各へ一スにより使用機組み合わせが違ってい

る.たとえばヌウクではS-61NまたはBH206しか借り

られたい.

海路:西海岸の北はウペルナビック(Upemavik)から

南はナノルタリク(Nanorta1ik)までの間は,夏季6隻の

貨客船(大は2,200トンから小は88トン)によって結ばれて

いる.ただし便数はそれほど多くはたい.就航船中最大

のクヌソグナック号(Kunungnak,2,265トン,13ノット)

の場合,南のカコルトクから北のウペルナビックまで足

掛げ7日間をかけ,途中13ケ所に寄港する･たお最南部

地域では,冬季にも一部運行されている区間がある.こ

れらはすべてKa1a11itNunaamut(KNI)により運行さ

れている.たお上のほか,各地でエソジソ付ポｰトの借

上げ可能の場合がある｡

たおコペンハｰゲソｰ現地問の貨物輸送は,前述の貨

物船の利用が可能であるが,便数はそれほど多くはた

い.またこれの利用の場合,各種手続きのため出港目の

2～3週間前にコペンハｰゲンに荷物の到着が望ましい

と言われる.

(3)根拠地西海岸の欠きた町にはホテル･銀行･ス

ｰパｰマｰケットなどがあって,野外調査のための根拠

地として利用できる.ただしその町数は少ない.たとえ

ばホテルは14ケ町村(西海岸に13,東海岸に1)にあるが,

ヌウクを除いて何処でも1～2軒,しかもその収容人数

は小は10人以下から通常20～30人程度まで,100人を超

すホテルは4ケ所にしかたい.

食糧･燃料などは現地での購入も場所により可能だ

が,物価は多くのものについてコペンハｰゲンより高い.
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〔編集委員会註〕この原文は1986年8月,グリｰンランドでの

学術調査計画をする人の為に書かれたものであるが,今回の発

表ではその中のrグリｰンランドで二の学術調査活動｣の章を省

き,第I[章のrグリｰンランドの地質の特色｣を万原舜三氏が文

献をもとに加筆した.C02による地球温暖化たどに関してグリ

ｰンランドにも関心が高まっている今日,同地域の一般事情を

知る材料としてここに掲載する.
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地球資源衛星1号

通産省と科学技術庁とが共同開発を行っている地球観

測衛星.英語名はJERS-1(JapanesEarthResOurcesa-

e11ite-1).1992年にH-1Aロケットで打ち上げられる予

定.搭載される観測機器としては,光学センサ(OPS)

と合成開口レｰダ(SAR)とがある.

前者は,可視一近赤外域に4バンド,短波長赤外域に

4バンドを有し,地表面で反射された太陽光を地上分解

能18×24mで観測し,幅㎞の画像を得る.可視一近赤外

域のうちの2バンドは,B/H比｡.3の実体視機能を持つ

ため,地形や地質構造の解析に有効であると期待されて

いる.しかもフランスのSPOT衛星の側方視方式とは暗

なり,同～軌道内でステレオペアを取得する･前方一直下

視方式のため,地表面の時問的変化の影響をほとんど受

けたい.短波長赤外域では,1.6μm付近に1バンド,

2.2μm付近に3バンドを持つ.この波長域では,これま

ではランドサットTMが2バンド有するのみであった.

2.2μm付近には,粘土鉱物や炭酸塩鉱物だとが特徴的な

吸収を持つため,熱水変質帯や石灰岩だとの識別,マッ

ピングに威力を発揮するものと思われる.

図地球資源衛星1号の外観

合成開口レｰダは,波長約20cmのLバンドと呼ばれ

る帯域のマイクロ波を地表面に発射し,その反射波を受

信する能動方式のセンサである.地上分解能は18㎜,走

査幅は75㎞｡マイクロ波は,雲や霧を透過するため,

雲に覆われていることの多い熱帯や極地域などの地形マ

ッピングに有効であろう.また,マイクロ波は,植生や

砂だどをある程度は透過するという特長があり,その効

果が注目されている.(地殻熱部山口靖)

地質ニュｰス430号�


